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著　　者 発表年 年　齢 性 部　　位 備　　　考
9）※
1 中村，他 1968 40 ♀ 匠部
1糠
2 鈴木，他 1972 63 ♂ 上下顎数か所
1接
3 鈴木，他 1972 58 ♀ 上下顎数か所
8） 7）
4 熊本，他　　　10 1974 60 ♂ 旦劃部 熊本，他（1973）
5 高井，他 1976 62 ♀ 右側上顎結節部
Io
6 高井，他 1976 64 ♀ 右側下顎角部
6〕 5）
7 岸本，他 1976 32 ♂ 全顎 岸本，他（1974）
10
1‘
8 西嶋，他 1978 57 ♀ ヱ山⊥部 綱島，他（1975）
9
　　　10｝
ｼ嶋，他 1978 40 ♀ 一引部 　　　　　1Dｪ本，他（1976）
10 川上，他 1978 63 ♀ 阿部 本論文
注：※印は学会発表を示す．なお備考には同一症例の学会発表などを記した．
52 川上他：Gigantiform　Cementomaと思われる1症例
例数の少ない理由としては，前述の如く新しい病
名であるためのほかに，ほとんどのものが無痛性
に経過し，全身的ならびに局所的に異常をきたす
ような症状を示さないことが考えられる．
　これらの報告を統計的に観察すると，平均年齢
は53．9歳，女性7例，男性3例，発生部位に関し
ては上顎4例，下顎3例，上下顎3例となってい
る．
　本腫瘍と鑑別を必要とするものに，benign
cementoblastomaとperiapical　cemental　dys－
plasiaがある．前者は改造がはげしいためできた
モザイク模様を示すのが特長であるが，本症例で
はそれがないので否定できる．後者の場合，組織
像が初期ではodontogenic　fibromaに類似し，中
期にはcementifying　fibromaに，さらに後期に
なるとgigantiform　cementomaに似てくるの
で，本症例がperiapical　cemental　dysplasiaの末
期である可能性をまったく否定することはできな
い．しかし正常セメント質から連続して増殖して
いるところからgigantiform　cementomaと考え
ている次第である．なお，所見で述べた如く最初
層板構造が規則正しい細胞性セメント質が増生し
てhypercementosisの像を示しているが，次第に
層板構造が乱れ最外層ではセメント質瘤を思わせ
る無細胞性セメント質が増殖しているが，これは
単なるセメント質の増生から次第に腫瘍性増殖に
変化したのではないかと思考される．
　最後に，cementomaの発生原因について考え
てみる．Scannell（1949）12）は炎症性反応，外傷，
軽度の感染症，内分泌異常，ビタミン欠乏および
全身的疾患を挙げている．またZegarelli，　et　al。
（1964）17）はcementoma　230例を統計的に観察
して，そのうち93％が女性症例であることから，
何か内分泌異常との関係が考えられると述べてい
る．しかし，その詳細については不明であり本症
例においてもその原因となるものは発見できな
かった．
結 語
　著者らは63歳女性の「苗部に発生した　gigan－
tifom　cementomaと考えられる1症例を経験し
た．病理組織学的には，歯根セメント質に連続し
て，まず規則的な層板構造の細胞性セメント質の
増生があり，続いて不規則な層板構造のしかしモ
ザイク模様を示さない細胞性セメント質があり，
最外層にセメント質瘤の集合を思わせる無細胞性
セメント質の増殖があった．
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